
実践例  県立小山高等学校 

 

教科・科目等 国語科・古典探究（２学年） 

 

本時の目標  

わかりやすい説明・質問・板書を考え、担当範囲を授業形式で発表することを通じて、文

法事項の理解を深める。 

個々人の長所を活かし協力するとともに、相手の心情に寄り添ったよりよい発表のための

配慮を心がけ、筋道を立ててわかりやすく説明する。 

 

育てたい資質・能力等  

相手が理解しやすいよう論理的に説明したり、相手が説明しやすいように傾聴を心掛けた

りすることができる。（技能） 

 

教材 教科書（源氏物語） 

 

展開 

※発表までの時間を６時間とし、授業計画立案や教材研究を行う。個性を活かした役割分

担を行い、黒板のレイアウトや発問について考える。 

●生徒による授業を実施する。各班 20 分ずつで行う。 

 

 

↑生徒による授業実践の様子 

 

配慮事項 

●個々人の個性を理解し合い、それを活かし 

協力する。 

●相手の反応を見ながらより良い対応を工夫 

する。 

 

授業者の感想（人権教育のねらいに即した感想） 

●反応が薄い時は、授業がやりづらかった。 

●うなずいてくれるだけでも反応があると、授業を進めやすかった。 

●授業をやる側の気持ちがわかった。

↑生徒による授業の「授業計画書」 


